
はじめに

豊かになれぬ現代文明

幕末、 西欧人たちの目に映った日本人は、 豪奢ではないが幸福そ うに暮らす人々であっ

た。 紙と木と泥で出来た家に住み、 家具 ・調度がほとんど無いとい う暮ら し振りは当時の

西欧文明の対極にあった。 しかし、 その西欧人たちの目に、 当時の日本は豊かに映ったの

である。

その閑散と した部屋を飾る小さな漆細工の調度や、 礼儀正しい人々の挙措が独特の荘厳
さをつく り あげた。幕末にアメ リ カ大使の秘書官を務めた ヒ ュースケンは、その日記に、条

約交渉の場の雰囲気を書き残している。 官僚たちの先送り体質、 何事にも時間のかかる優

柔不断さはさておき、 いかなる勲章もブラ さげていないし、 宝石と黄金を用いない彼等の

威厳に心を う ごかされたと うい う。 また、 明治後になるが日本を訪れたイザベラ ・ バード

は、江戸郊外の旅館での印象と して、屋敷を楚々と歩く日本女性は、まるで妖精のよ うだっ

たと書き留めている。 ト ロ イ遺跡発見以前の無名時代のシュ リーマンも幕末に日本を旅行

しているが、 やはり日本を簡素だが豊かな国と して賞賛している。

そんな西欧人たちは共通して、 西欧での結婚難問題を取り上げている。 日本の結婚習慣

が当時極めて簡素であったからだ。 すでに物質文明に押しつぶされそ うになった西欧人社

会では、 所帯を持つこ とはとても物入りだった。 家具調度をそろえ、 それに、 みあった部

屋を探すとい う こ とは、 若い夫婦にとって簡単なこ とではなかったとい う 。 しかし、 それ

をしなければ市民と して生活が成り立たなかったのである。

しかし、 当時の日本は、 何もない部屋に、 寝具をわずかに部屋の隅に積んでおくだけで

所帯ができあがった。 結婚の決ま り ご とについても実に簡素だった。 そして、 夕刻、 仕事

を終えた男親が子供に小さな玩具を買い求め、 子守り をしている姿が実に多く見られたそ

うである。 子供向けの小さな玩具が多種多様であったこ と も、 他の国には見られないこ と

であった。

そんな景色を観察した西欧人たちにとっては、 公私と も日本人は、 物のわずらわし さか

ら開放された人々に見えたのである。 物を持たず、 これほど文明的でいられる日本人とそ

の生活そのものが奇跡だったのである。

こ う した貴重な証言にもかかわらず日本は、 その後、 賞賛された生活様式を捨て、 西欧

流の物質文明を進展させて、 と う と う あらゆる物に囲まれていなければ生活できないほど

になってしまった。 と くに戦後はその変化が顕著である。 車が必要、 パソ コンが必要、 携

帯電話が必要と、 必要なものと金には際限がない。 それにと もなってその " 物 " を作るの

にも大きな工場が必要にな り、 それも複雑で、 なみたいていの知識では手に負えないよ う

なものまで用意しなければならな く なった。 そして、 こ う した状況は、 人をかえってよ り

忙し く した。 通信の発達は、 人を ２ ４時間拘束し、 情報処理の発達は、 必要以上の情報に

目を とおさなければならな く させた。 車は、 悠長に物の到着を待つとい う忍耐を忘れさせ

た。
現代、日本を訪れる西欧人たちが日本に抱 く印象は、眠らない東京の混沌と したエネルギー

と、かつての文化の痕跡である窮屈な様式美、そして、常に新しい、権威とは疎遠な大衆文

化である。１ ５ ０年前と同じ く興味深い日本には違いないのだが、豊かな日本だけは失われ

てしまったよ うである。



お客様へのお願い

■製品の保証期間について

弊社では出荷後一年以内に限り、通常の使用の範囲で自然に故障した製品については無償で保守・代替品の

交換を承っております。現品を弊社まで御送り下さい。

■出張保守・フィールド費用及び拡大損害について

弊社従業員による出張保守は承りかねます。弊社製品に起因すると考えられる保守費用の弊社への請求は

承りかねます。弊社の製品は用途・使用環境を限定することのできない半製品です。弊社製品を使用するこ

とによって生じたいかなる損害も弊社で負担することはできません。

■遠隔地への出荷について

弊社の製品を使用した装置を海外等の遠隔地に出荷される場合には、貿易管理令によって規定された所定

の手続きが必用です。弊社では手続きに必用な資料を用意しておりますので、輸出の際には弊社までご請求

下さい。また、遠隔地への出荷された製品の保守については上記のとおり弊社では責任を負いかねますので

使用者の責任において実施下さい。

■バッテリバックアップの信頼性について

リチウム電池の寿命は５年以上とされていますが、電池そのものの不具合やその他の部品の不具合により

電池の寿命が著しく低下することがあります。また、電池によるデータの保持は原理的に完全なものではあ

りません。極めて低い確率で、データを失う現象があります（被雷・写真のストロボ・放射線の被曝）。ま

た、運搬時の結露、振動、極端な湿度によりデータが失われる事例もあります。プログラムの消失に不安が

ある場合、適切な保守を行うことのできる技術スタッフのいない遠隔地への移動の場合はプログラムを

ＲＯＭ化して下さい。プログラム及びデータの消失に関する責任は負いかねます。

■フロン全廃について

当社製品の洗浄はフロン全廃にともない無洗浄方式に暫時移項しています。ボードが未洗浄に見える場合

は無洗浄タイプのフラックスを使用しております。仕様、性能には何等影響はありません。環境保全の立場

からの措置ですので何卒御理解下さいますよう御願い申しあげます。

■仕様の変更について

半導体部品の製造中止があいついでおります。弊社では互換性を確保すべく、都度設計変更・対応処置をとっ

ておりますが、通常使用されない機能などが一部修正削除される場合があります。あらかじめご了承下さい。

■改版について

弊社ではパソコン側、ＭＰＣ側システムの改版を頻繁に行っています。これは最近のニーズの多様化とユー

ザの要望に対応するものですが、稼動中の装置への適用はユーザの責任において行って下さい。当社では互

換性の確保について十分に配慮していますが、アプリケーションによっては予測不可能な不具合を生じる

ことがあります。これについては弊社では責任を負うことができません。

ご 注 意

人命に直接関わる機器への使用は
できません。（民製品部品を使用し
ており ます）

弊社製品は耐油耐水処理をしており
ません。 油液もし くは油ミ ス トの付
着、 結露がないよ うにして下さい。

弊社製品は振動処理をしており ませ
ん。 振動箇所への設置はしないで下
さい。

リ チュ ウム電池は乾電池と 同様に、
国もし く は自治体の規定に従って廃
棄して下さい。

弊社製品は単体でのEMI保証してお
り ません。 必ず金属ケースに収納し
て使用して下さい。

弊社製品を扱う場合は静電気を与え
ないよ うにして下さい。

フラ ッシュ ROM書き換え中は電源
を切らないで下さい。
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